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編 集 後 記

第7回 国際老年医学会が1966年6月26日 カラ7月2日 マデ ウィーン ニテ開カレタノデ出席

シタ 会場ハ市ノ中心部ニアル元ノ王宮Hofburgノ ー部デ 付近=ハ 広場 公園 美術館等

ガアル.会 場ノ入ロニCongressZentrumHofburgト アルダケデ 立看板等・・ナイ.窓 ノ上

二万国旗ガ並ビ 日章旗モ見エル.中 二入ル ト 受付 ソノ他 種 々ノ係 郵便部 両替所等ガ

アル.薬 品 書籍 器械等 ノ展示ガ整然 ト為サレテイル.会 員ハ約3,000名 が予想サレテイルラ

シク 会場ハ11二 分カレテオリ 第一会場ハ王宮ノ広間ノヨウデ 長方形 平間 約2,000名 ノ

椅子ガアル.第 一 ト第二会場ニハOrigina1英 独 仏語ノ同時通訳ガアリ イヤホーソ バ係

へ申込ンデ借リル,

第1日 午後5時 第一会場デ開会式.シ ャソデ リア ガ輝キ 壇上二植木ノ鉢 ソノ後上方二

奏楽席.壇 上正面ノ席二会長等7名 ガ並 ビ 奏楽ニテ開会.諸 国ノ男女デ満員 多彩.6時 閉式.

国際学会ニハ祭典ノヨウナ意味モアロウガ 婦人ヤ子供連 レガ多過ギル観モアル.学 会ハ毎 日午

前8時 半カラ午後5時 マデアルガ10時 カラ12時 マデノ・第一会場デ総会講演ガ行ナワレ ソノ間

ハ他ノ演説ハナイ 会場ニハ掲示等バー枚モナク 呼 ビ出シノ スライ ド ハ全クナイ.演 説ノ

スライド ハー枚ヅッ大キク写サレ 枚数モ少ナク制限サレテイル.指 示ノ棒ハ使ワズ 電灯器

ヲ用イル.座 長2名 卜秘書1名 ガ壇上 ノ席二居テ ヨク発言シ ヨク動ク.ス ライド係ハ1名 デ

アル.国 際不妊学会ノ運営 ト似テイル.演 題ガ多ク 諸科二分カレ 演説 討論ノ時間ガユック

リトッテァルノデ 会場ガ多クナルノハ仕方ナイガ11会 場ニモナル ト ー会場 ノ会衆ガ少ナク

ナルシ 限ラレタ演説ダケシカ聞ケナイノガ欠点デアル。泌尿器科二関スル演題ハ 前立腺手術

ガ多ク 膀胱癌モアル,精 陣科二関スル演題ガナカナカ多イ.日 本カラノ出席者ハ10数 名デ 最

終 日二喫茶室二集ツテ 感想ヲ語 リ合ッタ

国際不妊学会モ老年医学会モ 学会事務局へ直接申込ソデ手続ヲスレバ 誰デモ出席出来ル.

国際泌尿器科学会ハ 原則 トシテ 普段カラノ正常会員二限 ツテ参加出来ル トイウ仕組ニナツテ

イル,即 チ会員制デアル.コ レハ学会本部デソ ノヨウニ決メテイルノデアルガ コノヨウナ差異

ガアル理由ガヨク判ラヌ(昭 和41年9月).

購 読 要 項

1.発 行は毎月(年12回)と し,年 間購読者を以て会員とする.

2.会 員は年間予約購読料金1,500円 を前納する.1冊 料金150円.払 込みは振替口座番号

京都4772番 泌尿器科紀要編集部,或 は第一銀行百万遍支店宛.

3.入 会 申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,

送金方法を御記入の上編集部宛.
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1.原 稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄 稿者は会員に限る.

2.原 稿 の長さは制限しないが簡潔にする.

3.原 稿は横書き,当 用漢字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.400

字詰原稿用紙を用いること.附 表,附 図はなるぺく欧文にすること.

4.文 献の書式は次の如 くする.著 者名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.

例.1)中 野;泌 尿紀要,1=110,昭30.2)Lazarus,J.A.:J.Urol.,45:527,1941.

5.欧 文抄録を記し,之 には欧文の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,な るべ くタイ

ブラィターを用いること.希 望の場合は当編集部にて翻訳する.抄 録用の原稿を送ること.翻 訳

の実費は申受ける.

6.掲 載料の著老負担は4頁 迄毎頁600円,そ れ以上の頁,ア ー ト頁,図 表,写 真,欧 文組版

等は実費を申受ける.別 冊20部 を無料贈呈,そ れ以上は実費を徴収する.予 め希望部数を申込む
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7.校 正は初校のみ著者校正とし,再 校以降は編集部が行 う.
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